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カッパ8L・9M型の空力特性

玉 木 章 夫・三 石 智

　K－6H型およびK－8型ロケットは，それぞれ姓能向

上によって，1（－8L型およびK－9M型となった．改良

された点は主とLてエンジンと機体構造にあって，空気

力学的に変わったおもな点は，（1）メインとブースタ

の魅手の整形カバーがメイン尾翼付根までかかっていた

のをやめたこと（2）尾翼面積を小さくしたこと（3）

K－9Mでけプースタ尾翼の後緑をくさび形とし，また

舅体尾部をいくらかしぼったことなどである．これらの

変更はさして大きなものではないので，あらためて風洞

1轍は行なわないで，計算によって安定性を推定した．

ただ，1く一9Mのメインロケットには，テレメータのア

；t「テナとして，胴体から横にぱり出す形式のものを採用

することが計画されたので，その空力的影霧について

ft，低連風洞試験を行なった．

1．はり出しアンテナの影響

ロケットの尾翼よワ前に揚力面があると，これは尾翼

の莇きを悪くし，この揚力面が大きいときには，ロケッ

瞳体の法線力が不安定な値を示す二とがある．

実際のアンテナについてぱ別に報告されているが（山

下，‡認7。べ一ジ〉＿蜀鰍験のさし・にはま癬羊細の

寸法がきまっていなかったので，鍛を見て実際のア

ンテナより大きいはり出し板を付けて実験を行なった．

畢漏模型を第1図に示す．これはだいたい実機の1！3．3

：－a

L’‘っている・実験に用いた風洞は航空研究所の3m風

溝で、試駿風達は35．　1　m／s，1　rnあたりのレイノルズ数

k2・4＞：lo「jである．

案駿の詰果を第2，3図に示す．記号はつぎのとおり

である．
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モーメントfqSl，　CP・一先端から圧力中心までの距離／1．

　図には同時に行なったアンテナなしの場合の値をも示

してある．

　この試験によれば，α・＝O°の付近で

　　　ご「Ci／dα＝：21．0／rad

　　　dCnt（記二＝0）／dα＝－IS．　O／rad

　　　CD　min＝O．56

　　　CP＝0．　S6　　アンテナなし

　　　　　　O，84　　　　　　〃　　　　　あり

この程度のアンテナはCPには影鞘iがあ1うわれるが，

dCAtdα，4G毘¢＝O）／dα，　Cp　m　inへの影聯は小さくて

弁別しがたい．　　　，

　アンテナを先端から全長の61％付近および胴体平行

部の最前方（先端から全長の約14％）に取り付けた場

台も実験したが，上記との差異は轟響められなかった．

　なお，実機のアンテナは上の模型のものよりはり出し

が小さいものになったので，CPの前進はたかだか全長

の10／oくらいと見てよいであろう，

生　産　研　究

第1叢　K－SL－1の空力特性

・ケ・ト睡CNa CP 備 考1
　　　　　　　　プースタ・メイン，0　　27．9
　　　tア　　i，1　12．5

メ　　　イ　　　ン　　0　　20．　8

　　　〃　　　　　　　i　2　　　　15．4

　　　〃　　　　14　　　9．0

　　　〃　　　　　7　　6．3

・・　・・s　l

l：ll

l：ll5

0．58

発進時

ブースタ燃焼おもり

17，一・・テθグおわ

＄一ステ‘ングはし

燃焼おわり

第2衰　K－9M－1の空力特性

ロケッ　ト M　　C“・回

ブースタ・メイン　0　　27．　8

　　　〃　　　　　4　　12．　7

メ　　　イ　　　ン　0　　23．1

　　　tt　　　　　3　　12．7

　　　tt　　　　　4　　10．7

　　　〃　　　　　9　　5．1

CP　　備　　　考
　　　　一一・一一一一一：L－－l

o・755i発進時

　　　ll：ll。　iブース燃柳

・…5宇スティン糊
O．68　1コースティングはじ

。・62i燕焼おわり　：

2．K－8L－1号機およびK－9　M－－1号機

　K－8Lと9Mはだいたい同じ線にde　oて設計された

ものであるが，SLのメインロケットの尾翼は1段ロケ

ットAT－150のものをそのまま用いたため，尾翼面積

と胴体断面積との割合が9Mメインの場合よりいくらか

小さい．

　第1表および第2表に，両者の法線力係数傾斜Crv。

（α＝O°における値）および圧力中心CPの計算値を示

す．計算法は既報11と同諜であるが，超音速における円

錐・円柱胴体のCNaおよびCPをマッハ数の関数とし

てつぎのように仮定した．

　　M＝＝23456789　CNa　＝3　　　3，5　　4　　4　　　3．5　　3　　2　　2

　　C」P＝0．15　0．2⑪　O．25　0．25　0．20　0．150．100．ユO

この数値は，生砺衝撃風洞の実験値21，外国の実験値31・4）

などを考慮に入れ，かつ高いマッハ数では極超音速流o

理論に近づくとして定めたものである．また第2表K－

9Mの数値には，はり出しアンテナによるメインロケフ

トのCPの前進を全長のO．　Olとして考慮に入れてあ

る．

　なおK－9Mのメインロケットは燃焼終了の高度が商

い（約35km）ので，その2号機では尾翼後緑部を折り

曲げることによって，ゆるいスピンを与えて安定をたす

けることが計画されている，　　（1963年5月坦受理）
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